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東工大 ･理 石川琢磨 ･小口武彦
1イオン異方性のある二種類の磁性イオンよ り成るランダム系の相転移を,高木近似
を用いて調べた｡ 簡単のためスピンは古典ベクトルで近似 した｡ A原子 (濃度CA)の
スピンは容易軸が Z軸方向にあり,B原子 (濃度CB )のスピンは容易面が Xy平面で
あるとする｡ A,B原子のスピンが立体角Bを向く確率密度 をそれぞれ gA軌 gB&),
またAB対でAスピンがβ,Bスピンが β ′ を向く確率密度を fAB(β･β′)などのよう
にスピン対の変数 を定めると,これ らg, fについての平衡条件式
z-1
f,j(B,B,)-Cexp 仁 志 Elj(9,9′)) [g,(9g,(d )]Z,(i,j-A,B)












ピンは zx面内に分布する(Z軸となす角 :♂)として求めた結果が第 1図,第2図に
示されている｡異方性が小さいときには通常のrerromagneticphaseのほかに中間濃度領















FexZnlー (2-pic),C12 ･C2ⅠⅠ50Hの四種の FeⅧ)濃度 (x- 1･0, 0･8,0･6,
0.2)につき10-300Kで 57Feスペクトルを測定したo低温で低スピンlAl(5- 0)
状態にある分子が約 110K前後でスピン転移を起 し,室温では高スピン 5T2(S- 2)状
態に変化する｡ 鉄核の位置におけるS電子密度に関係した異性体シフトおよび電場勾配
に関係した四極子分裂が濃度 xに依存 しないのに,スピン転移温度 T｡はxにより変化
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